
恵那市地域医療ビジョン計画策定委員会作業部会（中間報告） 

【施設等整備部会】 

開催日 
第１回 令和６年９月 13 日（金曜日） 第２回 ９月 25 日（水曜日） 

第３回 10 月９日（水曜日）     第４回 11 月７日（木曜日） 

メンバー 

国保上矢作病院：看護部長、理学療法士、薬局長、事務長、医事課係長 

国保岩村診療所：看護師長、理学療法士、主任主査 

地域包括支援センター：副所長 

地域医療課：担当係長 

検討内容１ 施設・設備の建替え若しくは改修について 

（１）現状 

（委員の意見） 

【上矢作病院】 

・昭和 52 年建設（耐用年数 39 年。47 年経過）老朽化が著しい。 

・建  屋：壁面のクラック・一部トタン屋根（改善指導あり）、雨漏

り、窓枠のゆがみ、病室面積及び廊下幅が現施設基準を満た

していない、病室扉の幅が狭い 

・空調設備：更新時期（H18 改修工事）、結露によるドレンパンの錆、一

部空調不作動 

・電気設備：蛍光灯（統一された器具ではない）、低濃度ＰＣＢの撤去

（R9.3.31 廃棄期限） 

・医療設備：ナースコール及び酸素投与の配管（中央配管方式）の老朽化

・施設内配管：高架水槽から給茶機までの配管の錆 

・衛 生 面：洋式トイレの不足、洗面所の不足、特殊浴槽及び脱衣場の不

足 

・感染症対策：既存の施設改修で対応済み 

【岩村診療所】 

・昭和 55 年建設（耐用年数 39 年。44 年経過）老朽化が著しい 

・建  屋：平成 19 年改修工事実施。受付から待合、診療、検査の動線

が悪く非効率。 

・空調設備：更新時期（H19 改修工事）。建物の動線が悪く広いため空調

の効きが悪い。 

・電気設備：蛍光灯（統一された器具ではない）（含：三郷・串原診療

所、上矢作歯科診療所） 

・下水道管：昭和 55 年建設当時の施工 

・衛 生 面：職員トイレが男女兼用で不足。外来のトイレは、和式もあ

る。 

・新興感染症対策：既存の施設改修で対応済み。（含：飯地・三郷・山岡・串原

診療所、上矢作歯科診療所） 

透析センターは、隔離できる部屋があるとなお良い。 

発熱外来は外で行っている。 

上矢作病院では、PCR 検査ができる。 
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（２）課題 

（委員の意見） 

・上矢作病院は、①施設・設備とも老朽化が著しく改修工事や更新する箇

所が非常に多い、②東濃建築事務所から改善指導を受けている箇所があ

る、③病室面積及び廊下幅が現在の施設基準を満たしていない等、運営

に支障をきたしていることから、建替えが必要と思われる。 

・岩村診療所は、施設・設備の老朽化が進行しており、改修工事が必要で

ある。患者の動線が悪く、施設が無駄に広いため、空調や照明など非効

率な設置になっている。建替えすることが望ましい。 

 また、下水道管が昭和 55 年建設当時の施工方法のため、配管の取替え

が必要である。 

・共通事項：電気設備は 2027 年 9 月 30 日で蛍光灯の製造が中止となるた

め、LED 化の改修工事が必要である。（蛍光灯：上矢作病院、岩村・三

郷・串原診療所、上矢作歯科診療所） 

（３）実施 

・上矢作病院は、施設の建替えを行う。但し、人口減少が進む中、将来を

見据えて病院としての機能を維持するか若しくは規模を縮小し診療所に

するか、別に検討する必要がある。 

・ナースコールの更新、低濃度ＰＣＢの撤去は、現施設で速やかに行う。

・岩村診療所は、空調機器の更新、電気設備の LED 化の改修工事を行う。

但し、患者にとって快適で居心地の良い診療施設の提供及び動線の確

保、電気や空調の効率的な運転等を考慮し、建替えも検討する。 

・共通事項：各診療所の LED 化改修工事を実施する。 

（４）計画（案） 

・上矢作病院は、令和●年度に施設の建替えを行う。 

 ナースコールの更新は令和６年度、低濃度ＰＣＢの撤去は令和７年度に

行う（予定）。 

・岩村診療所は、令和８年度に LED 化改修工事、令和 9年度に空調設備を

行う。（予定） 

・三郷・串原診療所、上矢作歯科診療所は、令和７年度に LED 化改修工事

（予定）を行う。 

検討内容２ 医療機器等の更新について 

（１）現状 

（委員の意見） 

【上矢作病院】 

・高額医療機器 

ＣＴ（コンピュータ断層診断装置：耐用年数 6年）検査機器を設置。耐

用年数及び使用頻度により購入（Ｒ２年度更新）している。保守点検は

年度ごとに契約している。 

・医事会計システム 

窓口の会計業務や診療報酬を保険者に請求する業務を処理するパソコン

システム。ＯＳ（オペレーションシステム）等メーカーのバーションア

ップに伴い、更新が必要となる。 

【岩村診療所透析センター】 

・透析装置（耐用年数７年）20 台を設置。耐用年数及び使用頻度により

購入（Ｈ３０年度更新）している。 

【共通事項】 

・各種医療機器 

耐用年数、使用頻度及び故障等を勘案し、次年度予算編成時に購入検討



を行っている。 

・医療機器の共同利用 

診療所からの依頼により、上矢作病院若しくは市立恵那病院で、ＣＴ検

査若しくはＭＲＩ検査を実施している。 

（２）課題 
・医療機器等の更新については高額であり、病院及び診療所全体で計画的

に行う必要がある。 

（３）実施 
・各診療所は病院の医療機器等更新計画に合わせて計画を作成する。 

・患者の症状や状態等ニーズに合わせて、医療機器の設置を検討する。 

（４）計画（案） 
・医療機器等更新計画に基づき、更新する。 

・令和８年度から（予定） 

検討内容３ 慢性期の医療を提供する介護施設等の検討 

（１）現状 

（委員の意見） 

・上矢作病院では慢性期の患者の受入が増加している。 

・上矢作病院では療養病床へ変換を検討している。 

（２）課題 

・療養病床への変換は国の動向を注視する必要がある。診療報酬は下がる

可能性がある。 

・慢性期の患者の入院先の確保が難しい。 

（３）実施 
・介護医療院等の検討をする。 

（４）計画（案） 
・施設規模を検討後、介護施設等との連携強化。 

検討内容４ 医療機関の移動手段について検討 

（１）現状 

（委員の意見） 

・家族や各地域の交通手段で通院。 

・上矢作病院では、患者送迎車を運行している。 

・市立恵那病院では恵南から週１回（岩村⇒山岡⇒武並⇒病院）送迎バス

の運行。 

・地域よってはデマンドバスもあるが利用して通院する方は少ない。 

・停留所まで患者が行けないこともある。 

・上矢作病院ではドアツードアの送迎をしているが利用者は減少。 

・地域よっては、雪道等で危険な日もある。 

（２）課題 

（委員の意見） 

・医療機関への移動手段が困難。 

（３）実施 
・患者の自宅付近まで医療提供を届ける手段の検討をする。 

・各地域の公共交通機関の通院への利用状況の確認をする。 

（４）計画（案） 
・医療 MaaS を移動手段に活用できるよう検討。（技術・ICT 部会との共同検討） 

・令和９年度以降から 

 


